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単位：円、上段（石当り価格）
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本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長
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出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：常連量産工場が原木在庫が豊富なことから久々に不参加。２口残ったが単価は横ばい。１６～２２ｃｍだけやや弱含み。

製品の動きが振るわなくなったことと地場需要がそろそろ終わりに近づいていることで今後は弱含みで推移しそう。
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１月６日（金）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

12月31日（土）～1月5日（木）

※年末年始休業に伴うにかほ市役所金浦庁舎閉鎖の都合上、仁賀保支所も１２月２９日より事務所閉鎖と

　なります。支所職員は木材流通センターで勤務しておりますので、 ２９日・３０日に仁賀保支所に御用の

　際は、そちらへお問い合わせください。

… 各種届け出のお願い …

●賦課金納入（前年度までの未納分がある方）

　今年度は賦課金の徴収をいたしませんでしたが、前年度までの賦課金について、未納の方は速やかにご
入金ください。納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内にご提出ください。郵便物が亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や
選挙などに支障をきたす場合がございます。速やかにお手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」
がございましたら届け出をしていただく必要がありますのでお問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が無くなった場合も脱退の
手続きが必要となります。
　今年度（令和５年３月31日）の脱退希望の方は、令和５年１月31日までに手続きが必要です。２月以降
に手続きをされた方は翌年３月末の脱退となります。

第 142 号

令和５年１月１日
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HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

令和５年 新年号



本荘由利森林組合だより5 本荘由利森林組合だより 2

新年のごあいさつ
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令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

日
頃
か
ら
組
合
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
当
組
合
の
運
営
に
あ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
来
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
衰
え
ず
第
８
波
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
、

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
各
国
の
経
済
活
動
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
外
材
需
要
や
流
通

の
国
際
的
変
動
に
よ
り
、
燃
料
・
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
物
資
等
の
価
格
高
騰
を
も
た
ら
し
、

社
会
経
済
に
混
乱
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
本
社
が
広
島
県
呉
市
に
あ
る
米
松
の
製
材
で
は
最
大
手
の
株
式
会
社
中
国
木
材
が
、
能
代

市
で
新
工
場
の
建
設
を
始
め
、
令
和
６
年
春
に
製
材
工
場
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
10
月
末
に
は
、

合
板
工
場
で
火
災
が
発
生
し
、
合
板
材
の
納
品
先
が
滞
っ
て
お
り
ま
す
。
又
県
内
で
も
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、

山
地
災
害
や
、
林
道
等
路
網
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
岸
田
総
理
は
、「
森
林
の
多
面
的
機
能
が
、

将
来
に
わ
た
り
発
揮
で
き
る
よ
う
、
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
る
循
環
利
用
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林

組
合
や
意
欲
の
あ
る
経
営
者
へ
の
集
積
、
集
約
や
路
網
整
備
、
ス
マ
ー
ト
林
業
へ
の
総
合
的
な
支
援
、
林

業
者
の
所
得
を
向
上
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
し
て
い
く
」
と
明
言

い
た
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
り
ま
し
た
再
造
林
の
推
進
に
つ
い
て
、
新
た
に
再
造
林
を
取
り
組
む
森

林
組
合
等
と
森
林
所
有
者
の
両
方
に
支
援
す
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
当
組
合
で
も
再
造
林
促
進
助
成
事
業

と
し
て
再
造
林
し
た
組
合
員
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
５
万
円
助
成
し
て
い
ま
す
。
又
今
年
度
は
、
組
合

員
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
し
な
い
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
今
、
国
際
的
な
木
材
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
中
で
外
材
依
存
か
ら
脱
却
し
、
国
産
材
へ
の

需
給
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
素
材
需
要
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
生

産
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。
又
、
森
林
に
は
地
球
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
組
合
経
営
・
森
林
管
理
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
地
域
の
山
林
も
世
界
の
森
林
資
源
の

１
つ
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
役
職
員
一
体
と
な
り
組
合
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
経
営
基
盤
の

強
化
と
改
善
に
努
め
、
管
内
林
業
の
振
興
と
発
展
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

―
―

お
二
人
の
現
場
で
の
業
務
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

長
屋

　私
は
所
有
者
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
て
山
を
見
に

行
っ
た
り
手
入
れ
の
提
案
を
す
る
等
、
組
合
員
さ
ん
の
対
応

が
メ
イ
ン
の
仕
事
で
す
ね
。

京
野

　私
は
主
に
県
や
市
が
所
有
し
て
い
る
公
有
林
で
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
組
合
員
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
深

い
の
は
支
所
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―

現
場
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

京
野

　人
手
が
足
り
な
い
と
き
は
お
互
い
に
手
伝
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
莉
瑚
さ
ん
が
本
所
に
い
た
と
き
に
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
声
を
か
け
や
す
い
で
す
。

長
屋

　新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
必
要
が
な
い
の
で
ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
が
で
き
ま
す
。

―
―

現
場
作
業
で
の
男
性
従
業
員
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

京
野

　体
力
的
に
は
女
だ
か
ら
無
理
と
い
う
の
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
か
な
。
重
い
も
の
を
持
つ
の
は
不
利
だ
と
は
思
う
け

ど
。

長
屋

　伐
採
し
た
り
刈
払
い
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

そ
こ
ま
で
差
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
藪
の

中
と
か
に
入
る
と
き
は
ス
ル
ッ
と
入
れ
た
り
し
ま
す
（
笑
）

京
野

　小
柄
な
方
が
体
格
の
い
い
人
よ
り
も
進
み
や
す
か
っ

た
り
し
ま
す
ね
。

―
―

現
場
に
限
ら
ず
、
林
業
に
従
事
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
う
こ
と
や
こ
こ
の
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
や
り

が
い
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
屋

　イ
ン
タ
ー
ン
の
時
に
、
こ
こ
の
組
合
に
現
場
に
出
て

る
女
性
が
い
る
と
聞
い
て
こ
こ
し
か
な
い
と
思
っ
て
。
現
場

に
携
わ
れ
た
の
は
祥
歩
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

京
野

　私
は
元
々
作
業
班
志
望
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
を

作
業
員
と
し
て
雇
う
の
は
ま
だ
難
し
い
け
ど
、
事
務
職
員
で

も
現
場
に
出
ら
れ
る
仕
事
が
あ
る
と
提
案
し
て
も
ら
っ
て
、

こ
こ
は
そ
う
い
う
働
き
方
も
で
き
ま
す
よ
っ
て
迎
え
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
で
も
現
場
に
初
め
て
女
性
職
員
が
入
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
男
性
職
員
も
気
を
遣
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
現
場
で
唯
一
の
女
性
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
結

構
遠
慮
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
莉
瑚
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
後

輩
の
林
業
女
子
が
入
っ
て
く
れ
て
今
は
す
ご
く
楽
し
く
仕
事

が
で
き
て
ま
す
。

長
屋

　今
で
こ
そ
受
け
入
れ
て
も
ら
い
始
め
た
け
ど
最
初
は

現
場
に
出
か
け
る
と
き
に
「
私
も
行
っ
て
い
い
で
す
か
」
っ

て
積
極
的
に
連
れ
出
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
ね
。

京
野

　先
輩
や
上
司
が
話
し
や
す
く
て
、
仕
事
で
は
上
司
と

部
下
の
関
係
を
ち
ゃ
ん
と
保
っ
て
る
け
ど
会
話
す
る
と
き
は

フ
ラ
ン
ク
に
話
せ
ま
す
。
最
初
現
場
に
女
性
が
入
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
に

携
わ
る
女
性
職
員
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
少
し
ず
つ
変
化
し

て
る
と
感
じ
て
ま
す
。
こ
こ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

ま
す
。

―
―

林
業
全
体
と
し
て
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
改
善

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
ま
た
自
分
た
ち
が
し
て
い
き
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

長
屋

　林
業
を
や
り
た
い
女
性
が
、
男
性
が
メ
イ
ン
の
仕
事

だ
か
ら
入
れ
な
い
と
い
う
の
が
な
く
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

京
野

　個
人
的
に
は
林
業
の
仕
事
は
男
女
で
向
き
不
向
き
が

あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
現
場
に
女
性
が
出

る
の
は
珍
し
い
と
か
す
ご
い
と
い
う
風
に
色
眼
鏡
で
見
ら
れ

る
こ
と
は
多
い
で
す
。
こ
の
間
、
現
場
担
当
以
外
の
女
性
職

員
と
一
緒
に
植
栽
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
女
性
が
現

場
に
増
え
る
と
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
と
気
づ
く
と
同
時
に

ま
だ
特
別
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
後
当
た
り
前
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

―
―

京
野
さ
ん
、
長
屋
さ
ん
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

：

総
務
課  

石
山
朱
莉
）

謹

賀

新

年

本荘由利森林組合の現場で活躍する林業女子を紹介！
　林業の現場は男性の仕事場！というイメージが未だに強いこの業界ですが、女性の社会進出も最早当然のことと

なりつつある中、近年の国産材需要の高まりで林業労働力の確保が一層必要となっています。こういった背景から

全国的に女性の林業従事者も増えてきていますが、当組合でも現場で活躍する女性の職員が数名所属していますの

で、今回は現場管理の業務を担当する女性職員２名の対談の様子をご紹介したいと思います。

＜京野  祥歩（写真左）＞

元々生物や自然が好きで農学部

のある大学に進学。その中の講

義がきっかけで林業に興味を持

ち、卒業後に当組合に就職。現

在は本所造林課で機関事業の業

務を担当している。

＜長屋  莉瑚（写真右）＞

祖父が山林を所有しており、そ

の山を自分の手で管理していき

たいと早い段階で林業を志して

農業高校から林業大学校を経て

当組合に就職。現在は由利支所

に勤務している。
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28
回

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
第
28
回
労
働
安
全
衛
生
大
会
が
12
月

９
日
（
金
）
に
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
安
全
に

対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、

職
員
・
技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　
大
会
で
は
、
安
全
講
話
を
行
い
、
優

良
運
転
者
へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ

る
安
全
宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ

ロ
を
誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
林
材
業
労
働
災
害

防
止
協
会
秋
田
県
支
部
事
務
局
長
の
佐

藤
博
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
林

材
業
労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り

組
み
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【大会宣言】

　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

加工課  伊藤　優貴

向き合おう
　　心と体の 健康管理

～ 優良運転者表彰 ～

■無事故無違反

２０年　原　田　智　和（岩城支所職員）

相　良　光　洋（造林課技能職員）

１５年　堀　　　啓　悟（林販課職員）

小　川　真　奈（林販課職員）

１０年　東海林　拓　巳（大内支所職員）

斉　藤　智　之（加工課技能職員）

須　田　大　和（加工課技能職員）

■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

　
令
和
４
年
11
月
17
日（
木
）「
秋
田
テ
ル
サ
」（
秋
田
市
御
所
野
）に
お
い
て
、

第
66
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
12
組
合
の
役
職
員
の
他
、
秋
田
県
知
事
、
東
北
森
林
管
理
局
長
、

秋
田
県
議
会
副
議
長
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
の
会
会
長
、

農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
等
の
御
来
賓
及
び
多
く
の
林
業
関
係
者
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る
小
松
組
合
長
の
宣
言
で
開
会
し
、
佐

藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
御
来
賓
の
御
祝
辞
と
御
祝
電
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
、
県
産
材
供
給
拡

大
に
向
け
た
対
策
の
推
進
及
び
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展

開
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
当
組
合
の
佐
々
木
副
組
合
長
が
議
題
の
提
案
者
と
し

て
登
壇
し
、「
県
産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進
」
を
提
案
い
た
し

ま
し
た
。

◆

職
員
永
年
勤
続
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

【
30
年
表
彰
】

  

　猪

　股

　映

　子
（
総

　務

　課
）

◆

優
良
現
場
技
能
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

  
　村

　上

　
　
　駿
（
林
産
販
売
課
）

　
新
た
な
系
統
運
動
方
針
「
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
」
に
基
づ
き
、
県
内
約
３
万
人
の
組
合
員
と
と

も
に
系
統
一
丸
と
な
っ
て
、
再
造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源

の
循
環
利
用
と
適
切
な
経
営
管
理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・

育
成
等
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り

組
む
決
意
で
あ
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
秋
田
県
、
東
北
森
林
管
理
局
、
秋
田
県

市
長
会
、
秋
田
県
町
村
会
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の

後
援
の
も
と
、
第
66
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催
し
、

次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ
て
邁

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
林
業
の
持
続
的
展
開
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

　
　
の
貢
献
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現

二
、
県
産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進

三
、
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展
開

　
　
（
５
年
間
で
再
造
林
50
％
を
実
現
）

以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
４
年
11
月
17
日
　
　
　
　

第
66
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会

【
決

　議
】

第

66
回

秋
田
県
森
林
組
合
大
会

壇上で議題を提案する佐々木副組合長

　令和４年１１月２５日（木）、護麻木野民有林内（旧由利町）で「林業用運搬ドローンによる苗木運搬省力

化試験研修会」が㈱池田様主催で開催されました。

　内容としては組合だより第１３９号でご紹介した実演研修会とほぼ同様のものですが、今回は実際に人力で

運搬した場合との比較も行われ、ドローン運搬での効率性がより一層際立つものとなりました。

ＶＳ林業用運搬ドローン
本荘由利森林組合
林業技能班

１人９㎏ずつ
を４人で一気
に運搬

運搬に人手が
かかるので植
栽との並行作
業は困難

１台のドローンで
１８㎏ずつ２回に
分けて運搬
（オペレーター
２名）

オペレーター
以外は植栽作
業に専念する
ことができる

１往復
約８分

２往復
約２分

Ａ地点 Ｂ地点約２００ｍ

計３６kgの苗木袋を２００ｍ先の植栽場所まで運ぶ場合
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理

　
　
　
　事

　眞

　坂

　平

　通

理

　
　
　
　事

　齋

　藤

　惣
一
郎

理

　
　
　
　事

　板

　垣

　正

　昭

理

　
　
　
　事

　佐

　藤

　
　
　衛

理

　
　
　
　事

　初

　瀨

　東

　一

代
表
監
事

　加

　藤

　
　
　進

監

　
　
　
　事

　佐

　藤

　憲

　一

監

　
　
　
　事

　村

　上

　佐
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　外

　職
員
一
同

　
令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

日
頃
か
ら
組
合
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
当
組
合
の
運
営
に
あ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
来
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
衰
え
ず
第
８
波
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
、

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
各
国
の
経
済
活
動
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
外
材
需
要
や
流
通

の
国
際
的
変
動
に
よ
り
、
燃
料
・
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
物
資
等
の
価
格
高
騰
を
も
た
ら
し
、

社
会
経
済
に
混
乱
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
本
社
が
広
島
県
呉
市
に
あ
る
米
松
の
製
材
で
は
最
大
手
の
株
式
会
社
中
国
木
材
が
、
能
代

市
で
新
工
場
の
建
設
を
始
め
、
令
和
６
年
春
に
製
材
工
場
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
10
月
末
に
は
、

合
板
工
場
で
火
災
が
発
生
し
、
合
板
材
の
納
品
先
が
滞
っ
て
お
り
ま
す
。
又
県
内
で
も
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、

山
地
災
害
や
、
林
道
等
路
網
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
岸
田
総
理
は
、「
森
林
の
多
面
的
機
能
が
、

将
来
に
わ
た
り
発
揮
で
き
る
よ
う
、
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
る
循
環
利
用
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
森
林

組
合
や
意
欲
の
あ
る
経
営
者
へ
の
集
積
、
集
約
や
路
網
整
備
、
ス
マ
ー
ト
林
業
へ
の
総
合
的
な
支
援
、
林

業
者
の
所
得
を
向
上
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
し
て
い
く
」
と
明
言

い
た
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
り
ま
し
た
再
造
林
の
推
進
に
つ
い
て
、
新
た
に
再
造
林
を
取
り
組
む
森

林
組
合
等
と
森
林
所
有
者
の
両
方
に
支
援
す
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
当
組
合
で
も
再
造
林
促
進
助
成
事
業

と
し
て
再
造
林
し
た
組
合
員
に
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
５
万
円
助
成
し
て
い
ま
す
。
又
今
年
度
は
、
組
合

員
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
し
な
い
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
今
、
国
際
的
な
木
材
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
中
で
外
材
依
存
か
ら
脱
却
し
、
国
産
材
へ
の

需
給
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
素
材
需
要
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
生

産
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。
又
、
森
林
に
は
地
球
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
組
合
経
営
・
森
林
管
理
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
地
域
の
山
林
も
世
界
の
森
林
資
源
の

１
つ
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
役
職
員
一
体
と
な
り
組
合
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
経
営
基
盤
の

強
化
と
改
善
に
努
め
、
管
内
林
業
の
振
興
と
発
展
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

―
―

お
二
人
の
現
場
で
の
業
務
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

長
屋

　私
は
所
有
者
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
て
山
を
見
に

行
っ
た
り
手
入
れ
の
提
案
を
す
る
等
、
組
合
員
さ
ん
の
対
応

が
メ
イ
ン
の
仕
事
で
す
ね
。

京
野

　私
は
主
に
県
や
市
が
所
有
し
て
い
る
公
有
林
で
の
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
組
合
員
さ
ん
と
の
関
わ
り
が
深

い
の
は
支
所
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―

現
場
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

京
野

　人
手
が
足
り
な
い
と
き
は
お
互
い
に
手
伝
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
莉
瑚
さ
ん
が
本
所
に
い
た
と
き
に
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
た
の
で
声
を
か
け
や
す
い
で
す
。

長
屋

　新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
必
要
が
な
い
の
で
ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
が
で
き
ま
す
。

―
―

現
場
作
業
で
の
男
性
従
業
員
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

京
野

　体
力
的
に
は
女
だ
か
ら
無
理
と
い
う
の
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
か
な
。
重
い
も
の
を
持
つ
の
は
不
利
だ
と
は
思
う
け

ど
。

長
屋

　伐
採
し
た
り
刈
払
い
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

そ
こ
ま
で
差
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
藪
の

中
と
か
に
入
る
と
き
は
ス
ル
ッ
と
入
れ
た
り
し
ま
す
（
笑
）

京
野

　小
柄
な
方
が
体
格
の
い
い
人
よ
り
も
進
み
や
す
か
っ

た
り
し
ま
す
ね
。

―
―

現
場
に
限
ら
ず
、
林
業
に
従
事
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と

思
う
こ
と
や
こ
こ
の
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
や
り

が
い
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

長
屋

　イ
ン
タ
ー
ン
の
時
に
、
こ
こ
の
組
合
に
現
場
に
出
て

る
女
性
が
い
る
と
聞
い
て
こ
こ
し
か
な
い
と
思
っ
て
。
現
場

に
携
わ
れ
た
の
は
祥
歩
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

京
野

　私
は
元
々
作
業
班
志
望
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
を

作
業
員
と
し
て
雇
う
の
は
ま
だ
難
し
い
け
ど
、
事
務
職
員
で

も
現
場
に
出
ら
れ
る
仕
事
が
あ
る
と
提
案
し
て
も
ら
っ
て
、

こ
こ
は
そ
う
い
う
働
き
方
も
で
き
ま
す
よ
っ
て
迎
え
入
れ
て

く
れ
ま
し
た
。
で
も
現
場
に
初
め
て
女
性
職
員
が
入
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
男
性
職
員
も
気
を
遣
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
現
場
で
唯
一
の
女
性
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
結

構
遠
慮
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
莉
瑚
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
後

輩
の
林
業
女
子
が
入
っ
て
く
れ
て
今
は
す
ご
く
楽
し
く
仕
事

が
で
き
て
ま
す
。

長
屋

　今
で
こ
そ
受
け
入
れ
て
も
ら
い
始
め
た
け
ど
最
初
は

現
場
に
出
か
け
る
と
き
に
「
私
も
行
っ
て
い
い
で
す
か
」
っ

て
積
極
的
に
連
れ
出
し
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
ね
。

京
野

　先
輩
や
上
司
が
話
し
や
す
く
て
、
仕
事
で
は
上
司
と

部
下
の
関
係
を
ち
ゃ
ん
と
保
っ
て
る
け
ど
会
話
す
る
と
き
は

フ
ラ
ン
ク
に
話
せ
ま
す
。
最
初
現
場
に
女
性
が
入
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
に

携
わ
る
女
性
職
員
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
少
し
ず
つ
変
化
し

て
る
と
感
じ
て
ま
す
。
こ
こ
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

ま
す
。

―
―

林
業
全
体
と
し
て
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
改
善

し
て
ほ
し
い
こ
と
、
ま
た
自
分
た
ち
が
し
て
い
き
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

長
屋

　林
業
を
や
り
た
い
女
性
が
、
男
性
が
メ
イ
ン
の
仕
事

だ
か
ら
入
れ
な
い
と
い
う
の
が
な
く
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

京
野

　個
人
的
に
は
林
業
の
仕
事
は
男
女
で
向
き
不
向
き
が

あ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
現
場
に
女
性
が
出

る
の
は
珍
し
い
と
か
す
ご
い
と
い
う
風
に
色
眼
鏡
で
見
ら
れ

る
こ
と
は
多
い
で
す
。
こ
の
間
、
現
場
担
当
以
外
の
女
性
職

員
と
一
緒
に
植
栽
を
体
験
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
女
性
が
現

場
に
増
え
る
と
こ
ん
な
に
楽
し
い
ん
だ
と
気
づ
く
と
同
時
に

ま
だ
特
別
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
後
当
た
り
前
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

―
―

京
野
さ
ん
、
長
屋
さ
ん
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

：

総
務
課  

石
山
朱
莉
）

謹

賀

新

年

本荘由利森林組合の現場で活躍する林業女子を紹介！
　林業の現場は男性の仕事場！というイメージが未だに強いこの業界ですが、女性の社会進出も最早当然のことと

なりつつある中、近年の国産材需要の高まりで林業労働力の確保が一層必要となっています。こういった背景から

全国的に女性の林業従事者も増えてきていますが、当組合でも現場で活躍する女性の職員が数名所属していますの

で、今回は現場管理の業務を担当する女性職員２名の対談の様子をご紹介したいと思います。

＜京野  祥歩（写真左）＞

元々生物や自然が好きで農学部

のある大学に進学。その中の講

義がきっかけで林業に興味を持

ち、卒業後に当組合に就職。現

在は本所造林課で機関事業の業

務を担当している。

＜長屋  莉瑚（写真右）＞

祖父が山林を所有しており、そ

の山を自分の手で管理していき

たいと早い段階で林業を志して

農業高校から林業大学校を経て

当組合に就職。現在は由利支所

に勤務している。



森
林
組
合
だ
よ
り

　令
和
五
年
年
一
月
一
日
発
行

　印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

6
１０２０̶１

（令和４年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：常連量産工場が原木在庫が豊富なことから久々に不参加。２口残ったが単価は横ばい。１６～２２ｃｍだけやや弱含み。

製品の動きが振るわなくなったことと地場需要がそろそろ終わりに近づいていることで今後は弱含みで推移しそう。

(4, 099)
14, 758 

(4, 702)
16, 928 

(4, 098)
14, 754 

(4, 194)
15, 099 

(4, 098)
14, 755 

　　　　　　　　　　(4, 503)
16, 211 

362㎥(1,303石)・303㎥(1,090石)・83％

１月６日（金）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

12月31日（土）～1月5日（木）

※年末年始休業に伴うにかほ市役所金浦庁舎閉鎖の都合上、仁賀保支所も１２月２９日より事務所閉鎖と

　なります。支所職員は木材流通センターで勤務しておりますので、 ２９日・３０日に仁賀保支所に御用の

　際は、そちらへお問い合わせください。

… 各種届け出のお願い …

●賦課金納入（前年度までの未納分がある方）

　今年度は賦課金の徴収をいたしませんでしたが、前年度までの賦課金について、未納の方は速やかにご
入金ください。納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届

　相続開始後９０日以内にご提出ください。郵便物が亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や
選挙などに支障をきたす場合がございます。速やかにお手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更

　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」
がございましたら届け出をしていただく必要がありますのでお問い合わせください。

●脱退届

　組合員の脱退をお考えの方は一度お近くの支所にご相談ください。また、山林が無くなった場合も脱退の
手続きが必要となります。
　今年度（令和５年３月31日）の脱退希望の方は、令和５年１月31日までに手続きが必要です。２月以降
に手続きをされた方は翌年３月末の脱退となります。

第 142 号

令和５年１月１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

令和５年 新年号


